
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まず、数字の並びに注目すると、「奇数、奇数、偶数」「奇数、奇数、偶数」と３で１かたまりで繰り返している

ことが分かる。３の倍数に着目して計算していく。 

 １番目 ２番目 ３番目 ４番目 ５番目 ６番目 ７番目 ８番目 ９番目 10 番目 11 番目 12 番目 13 番目 14 番目 15 番目  

                 

並べた数 １ ３ ２ ５ ７ ４ ９ １１ ６ １３ １５ ８ １７ １９ １０  

和 １ ４ ６ １１ １８ ２２ ３１ ４２ ４８ ６１ ７６ ８４ 101 120 130  

 

例えば９番目は 

４８＝９×６－６ 

       ↑ 

       ３番目と６番目の偶数の和 

 

例えば１２番目は 

８４＝１２×８－１２ 

        ↑ 

        ３番目と６番目と９番目の偶数の和 

 

例えば１５番目は 

１３０＝１５×１０－２０ 

          ↑ 

          ３番目～１２番目の偶数の和 

 

 自然数を小さい順に、奇数、奇数、偶数、奇数、奇

数、偶数、・・・となるように並べると、次のように

なります。 
 
 
 
 
このとき、（１）、（２）の問に答えなさい。 
（１）３１番目の数を求めなさい。 
 
 
 
（２）１番目からｎ番目までの自然数をすべてたし

たとき、和がはじめて２０２５を超えます。この
とき、ｎにあてはまる数を求めなさい。 

 

No.18 
・福島県算数・数学ジュニアオリンピック問題や、全国の中学入試や高校入試問題をアレンジ

した問題などを出題していきます。 

 

… 
1 番目 2 番目 3 番目 4 番目 5 番目 6 番目 7 番目 8 番目 9 番目 10 番目 11 番目 12 番目  

１，３，２，５，７，４，９，11，６，13，15，８， 



（１）３１番目の数は、３０番目に注目してして考えると 

３０番目までに、奇数は２０回出るので、３１番目は２１番目の奇数となる。 

 ２×２１－１＝４１ 

 

 

 

（２）和がはじめて２０２５をこえるときを考える。 

  ３の倍数の箇所でおおよその検討をつける 

   

   3 0 番 目   4 5 番 目   6 0 番 目   7 5 番 目   

               

並べた数   20   30   40   50   

和   510   1140   2020   3150   

 

６０番目を計算すると、 

 ６０番目は偶数となり、その数は４０ 

 和は６０×４０－（２＋４＋６＋・・・＋３８） 

  = 2400 − 2(1 + 2 + 3 +⋯+ 19) 

    = 2400 − 2 ×
20×19

2
 

    = 2400 − 380 

    = 2020 

となり、６１番目の時、はじめて２０２５を超えことがわかる。 


